
1

線
は
、
限
ら
れ
た
要
員
の
中
、

多
く
の
お
客
様
が
利
用
さ
れ
、

３
両
運
転
や
臨
時
列
車
の
運
行

等
、
現
場
の
組
合
員
や
連
日
支

援
の
間
接
組
合
員
の
頑
張
り
で

安
全
輸
送
を
行
っ
て
き
た
。

●
第
48
回
衆
議
院
選
挙
で
は
、

野
党
が
分
裂
し
、
惨
憺
た
る
結

果
と
な
っ
た
。
本
部
の
見
解
を

お
願
い
す
る
。

　

Ｊ
Ｒ
西
労
組
組
織
内
議
員
団

議
長
に
就
任
し
た
、
米
子
市
議

の
中
田
利
幸
氏
が
、
今
年
６
月

に
６
期
目
の
挑
戦
を
す
る
。
米

子
地
本
全
組
合
員
の
力
を
結
集

し
選
挙
戦
を
戦
う
決
意
で
あ

る
。
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全
体
質
疑

労
使
が
知
恵
と
経
験
を
結
集
し

米
村
委
員
（
新
幹
線
協
議
会
）

遺
影
の
横
に
触
防
準
則

大
川
委
員
（
米
子
地
本
）

良
い
組
合
が
良
い
会
社
を
つ
く
る

中
村
委
員
（
金
沢
地
本
）

「
婚
活
・
恋
活
列
車
」
で
活
性
化

脇
村
委
員
（
和
歌
山
地
本
）
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の
が
あ
る
。

●
Ｊ
Ｒ
入
社
世
代
の
働
き
方
改

革
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
シ
ニ

ア
世
代
の
働
き
方
に
つ
い
て
も

議
論
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

４
月
よ
り
、
乗
務
員
職
場
に
短

日
数
勤
務
制
度
最
大
８
日
が
適

用
さ
れ
、
育
児
を
し
な
が
ら
乗

務
員
と
し
て
の
キ
ャ
リ
ア
を
続

け
ら
れ
る
選
択
肢
が
広
が
る
こ

と
も
あ
り
、
シ
ニ
ア
世
代
と
育

児
世
代
が
う
ま
く
協
力
し
て
働

け
る
職
場
を
作
っ
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
考
え
る
。

列
車
が
１
本
減
便
と
な
る
。
和

歌
山
支
社
も
、
地
域
と
の
意
見

交
換
を
行
い
、
ダ
イ
ヤ
改
正
実

施
に
向
け
た
協
議
を
行
っ
て
き

た
。
自
治
体
と
の
連
携
が
難
し

く
、
観
光
客
誘
致
に
関
し
て
も
、

紀
勢
線
で
の
「
婚
活
・
恋
活
列

車
」
の
運
行
や
パ
ン
ダ
く
ろ
し

お
号
を
Ｐ
Ｒ
し
た
旅
行
プ
ラ
ン

の
実
施
、
ワ
カ
カ
ツ
と
い
っ
た

和
歌
山
線
活
性
化
の
取
り
組
み

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み

を
実
施
し
て
い
る
が
、
地
域
活

性
化
へ
の
道
の
り
は
厳
し
い
も

●
今
年
計
画
し
て
い
た
「
安
全

を
誓
い
前
進
を
期
す
る
集
い
」

が
、
７
年
ぶ
り
の
大
雪
に
よ
り

中
止
と
な
っ
た
。

　

現
場
組
合
員
・
間
接
組
合
員
・

り
、
そ
の
度
に
ソ
フ
ト
・
ハ
ー

ド
面
で
対
策
を
講
じ
て
い
る

が
、
安
全
考
動
計
画
２
０
１
７

で
は
、
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト

の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
に
も
取
り
組

み
、
対
策
を
講
じ
な
が
ら
安
全

性
を
高
め
て
き
た
。

●
２
０
１
８
年
春
の
ダ
イ
ヤ
改

正
で
、
新
宮
～
白
浜
間
の
特
急

●
和
歌
山
で
も
、
気
笛
吹
鳴
事

象
や
労
働
災
害
が
発
生
し
て
お

●
昨
年
12
月
11
日
、「
の
ぞ
み
34

号
」
が
異
音
や
異
臭
を
伴
い
、

運
転
を
打
ち
切
り
。
台
車
枠
に

亀
裂
が
発
見
さ
れ
、
初
の
「
重

大
イ
ン
シ
デ
ン
ト
」
に
認
定
さ

れ
た
。

　

近
日
中
に
公
表
さ
れ
る
で
あ

ろ
う
運
輸
安
全
委
員
会
や
鉄
道

総
研
、
台
車
枠
の
製
造
メ
ー

カ
ー
等
の
詳
し
い
調
査
結
果
を

踏
ま
え
、
労
使
が
知
恵
と
経
験

　

中
央
本
部
は
、
２
月
８
日
（
木
）、
大
阪
リ
バ
ー
サ
イ
ド
ホ
テ
ル
に
於
い
て
、「
Ｊ
Ｒ
西
労
組
第
36
回
中
央
委
員
会
」
を
開
催
し
た
。
前
日
か
ら

の
北
陸
地
方
大
雪
の
中
、
中
央
委
員
、
来
賓
を
含
め
３
８
０
名
が
出
席
。
荻
山
委
員
長
は
、
冒
頭
の
挨
拶
で
「
重
大
イ
ン
シ
デ
ン
ト
」
に
触
れ
、

組
織
全
体
の
課
題
と
し
て
重
く
受
け
止
め
、
改
め
て
、
グ
ル
ー
プ
・
協
力
会
社
を
含
め
た
職
場
か
ら
の
安
全
確
立
に
向
け
た
取
り
組
み
を
誓
っ

た
。
質
疑
で
も
、
全
て
の
地
本
が
「
重
大
イ
ン
シ
デ
ン
ト
」
に
触
れ
、「
聖
域
を
設
け
る
こ
と
な
く
、
労
使
の
知
恵
と
経
験
を
結
集
し
、
対
応
し

て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
」
と
い
う
現
場
か
ら
の
声
に
、
参
加
者
全
員
が
真
摯
に
耳
を
傾
け
た
。

　

総
括
答
弁
で
、
上
村
書
記
長
が
、「
実
効
性
や
必
要
性
に
つ
い
て
、
し
っ
か
り
と
検
証
し
て
い
く
」
と
纏
め
た
。

結
成
25
年
の
歴
史
に
学
び

安
全
を
基
礎
に
次
代
に
責
任

あ
る
運
動
を
進
め
よ
う
！

を
す
る
、
安
全
に
特
化
し
た
専

門
担
当
の
配
置
を
提
案
し
た
い
。

●
18
春
闘
は
、
地
本
の
４
支
部

で
総
決
起
集
会
を
開
催
し
、
全

組
合
員
が
参
加
で
き
る
体
制
を

構
築
す
る
。
中
央
本
部
闘
争
委

員
会
を
し
っ
か
り
と
後
押
し
し

て
い
き
た
い
。

●
経
営
基
盤
が
脆
弱
な
山
陰
に

お
い
て
、
自
治
体
と
の
共
生
が

な
け
れ
ば
、
地
方
の
公
共
交
通

体
系
を
維
持
し
て
い
く
こ
と
は

困
難
で
あ
る
。
昨
年
11
月
28
日

に
、
宮
野
政
策
・
調
査
部
長
に

も
参
加
い
た
だ
き
、
地
域
活
性

化
検
討
委
員
会
を
開
催
し
た
。

　

３
月
末
で
廃
線
と
な
る
三
江

で
、
２
，
５
０
０
人
の
組
合
員

が
従
事
。
出
向
期
間
３
年
を
経

て
、
人
事
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
が

始
ま
っ
て
い
る
。

　

今
後
、
北
陸
新
幹
線
敦
賀
延

伸
後
に
は
、
さ
ら
に
複
雑
な
環

境
が
予
想
さ
れ
る
。
各
系
統
の

Ｊ
Ｒ
復
帰
者
に
対
す
る
ル
ー
ル

や
規
程
な
ど
、
本
部
・
本
社
間

で
も
引
き
続
き
議
論
を
要
請
す

る
。

●
第
３
セ
ク
タ
ー
ヘ
の
出
向
者

は
、
プ
ロ
パ
ー
社
員
の
教
育
を

中
心
に
、
日
々
汗
し
て
働
い
て

い
る
。
昨
年
、
出
向
社
員
に
対

し
、
３
，
０
０
０
円
加
算
を
勝

ち
取
っ
た
が
、
シ
ニ
ア
・
シ
ニ

ア
リ
ー
ダ
ー
出
向
社
員
に
は
加

福
本
業
務
部
長
、
山
中
工
務
部

会
長
の
３
名
を
お
迎
え
し
、
事

故
後
に
入
社
し
た
組
合
員
ら
92

名
が
参
加
し
た
。

　

ま
た
、
触
車
事
故
で
亡
く
な

ら
れ
た
組
合
員
の
お
墓
参
り
を

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
今
で
も
、

遺
影
の
横
に
は
触
車
事
故
防
止

準
則
が
置
か
れ
て
い
る
。

　

そ
の「
安
全
の
集
い
」か
ら
２

日
後
に
芸
備
線
で
触
車
事
故
が

発
生
。
各
現
場
に
点
検
・
指
導

●
伯
備
線
触
車
事
故
か
ら
12
年

が
経
過
。
米
子
地
本
は
、
本
年

も
「
安
全
の
集
い
」
を
開
催
し
、

中
央
本
部
か
ら
、
城
副
委
員
長
、

を
結
集
さ
せ
、
対
応
す
る
事
柄

で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　

今
後
も
、
変
わ
る
こ
と
な
く
、

高
速
鉄
道
の
パ
イ
オ
ニ
ア
と
し

て
、
新
幹
線
を
走
ら
せ
続
け
る

た
め
に
も
、
今
回
の
事
象
を
最

大
の
教
訓
と
し
て
取
り
組
み
を

進
め
て
い
き
た
い
。

　

会
社
は
こ
の
間
、「
新
幹
線

の
安
全
性
に
対
す
る
信
頼
回
復

へ
向
け
て
」、
急
ピ
ッ
チ
で
取

り
組
み
を
進
め
て
い
る
。

　

関
係
す
る
現
場
で
は
、
緊
急

対
策
と
し
て
、
昼
夜
、
目
視
で

の
台
車
枠
の
点
検
、
フ
ァ
イ

バ
ー
ス
コ
ー
プ
に
よ
る
画
像
の

記
録
、
車
両
メ
ー
カ
ー
と
共
に

超
音
波
探
傷
を
行
っ
て
い
る
。

　

今
後
、
新
幹
線
協
議
会
と
し

て
は
、
東
京
地
区
在
住
者
の
人

事
運
用
の
改
善
、
そ
れ
に
ふ
さ

わ
し
い
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
体
制
の

構
築
、
博
多
総
合
車
両
所
の
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
、
予
備
編
成
の
配

置
、
新
幹
線
専
任
車
掌
の
要
員

確
保
、
グ
ル
ー
プ
会
社
の
要
員

確
保
、
地
上
・
車
上
設
備
の
充

実
が
必
要
と
な
る
。
聖
域
を
設

け
る
こ
と
な
く
、
中
央
本
部
の

協
力
を
要
請
す
る
。

●
今
春
の
ダ
イ
ヤ
改
正
に
お
い

て
、
Ｊ
Ｒ
東
海
が
新
幹
線
の
乗

組
み
数
の
見
直
し
を
発
表
し
て

い
る
。
慎
重
な
議
論
を
要
望
し

た
い
。

　

こ
れ
ま
で
も
山
陽
新
幹
線

は
、
阪
神
淡
路
大
震
災
や
福
岡

ト
ン
ネ
ル
の
崩
落
事
故
な
ど
、

多
く
の
苦
難
・
困
難
・
災
害
等

で
、「
鉄
道
員
魂
」
を
発
揮
し
、

乗
り
越
え
て
き
た
。
全
組
合
員

の
支
援
協
力
を
要
請
し
た
い
。

グ
ル
ー
プ
の
組
合
員
は
、
除
雪

支
援
等
で
疲
弊
し
て
い
る
状
況

で
あ
る
。

●
「
の
ぞ
み
34
号
」
で
重
大
イ

ン
シ
デ
ン
ト
が
発
生
。
北
陸
新

幹
線
で
も
、
私
た
ち
の
問
題
と

し
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

「
新
幹
線
問
題
対
策
会
議
」
の

内
容
を
、
金
沢
地
本
へ
情
報
共

有
を
お
願
い
す
る
。

●
現
在
、
金
沢
地
本
管
内
で

は
、
北
陸
新
幹
線
・
在
来
線
・

第
３
セ
ク
タ
ー
会
社
の
各
系
統

算
さ
れ
て
い
な
い
。
出
向
手
当

の
支
給
を
お
願
い
す
る
。

　

金
沢
地
本
と
し
て
は
、
春
闘

檄
布
行
動
の
全
分
会
の
参
加
、

そ
し
て
、
２
月
22
日
に
、
Ｊ
Ｒ

連
合
北
陸
地
協
主
催
で
、
春
闘

決
起
集
会
を
開
催
し
、
グ
ル
ー

プ
労
組
も
含
め
て
今
春
闘
を
盛

り
上
げ
て
い
く
。

●
金
沢
地
は
組
織
率
96
％
だ

が
、
昨
年
７
月
に
青
女
組
合
員

が
西
労
へ
加
入
す
る
事
象
が
発

生
。
今
後
は
、
世
話
役
活
動
を

中
心
に
フ
ォ
ロ
ー
体
制
の
強
化

に
努
め
て
い
き
た
い
。
引
き
続

き
「
良
い
組
合
が
良
い
会
社
を

つ
く
る
」
を
念
頭
に
、
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
。


